守•管理ソフトウ I ア 


システム監視-管埋をずるための専用ソフトウエアじついて説明しています。 


EXPRESSBUILDER ( SE ) 卜31目ぺージ) . 

.. 添がの 「EXPRESS 目 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 から 
の起動ち法と EXPRESSBUILDER ( SE ) が提供す 
る機能について説明していまず。 

ディスクアレイコンフィグレーシヨン （一 >325ぺージ）. 

..ディスクアレイを構築している場合のその構築ち 
法について将 B 月しています。 

オフライン保守ユーティリティ（一327ぺージ） . 

..専用の保守ユーティリティの使い方について説巧 
しています。 

システム診断(一329ページ） . 

..専用の診断ユーティリティの使い方について説明 
していまず。 

DianaScope (—332ぺージ） . 

..ネ、ソトワークやシリアルポートを使って装置をリ 
モートで保守ずることができるアプリケーション 
「 DianaScope 」 について説明しています。 

BMC Online Update (一333ページ） . 

..本体巧に装着されているリモートマネージメント 
力ード内のファームウエアをアップデートずる 
ツールじついて説明しています。 

ESMPRO 卜335ぺージ） . 

..添がの 「EXPRESS 目 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 およ 
び r バックアップ CD - ROM 」 にバンドルされてい 
る Express 5800シリーズ統合管理アプリ ケー 
ション rESMPRO 」 じついて説日月しています。 

エクスプレス通報サービス（一336ぺージ） . 

.. 本装置に何らかの障害が発生したときに自動で保 
ずサービスセンターへ通報ずるアプリケーション 
です(別途契約がを要でず）。 
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EXPRESSBUILDER(SE) 

EXPRESSBUILDER(SE : Special Edition) は、本装置を保守-管理するための統合ソフトウエアでず。 


起動方巧 


本体の DVD-ROM ドライブに EXPRESS 巨 UILDER(SE) をセットして、電源を ON にすると起 
動しまず。 

— "〇 BIOS の設定を間違えると 、 C D - R 0 M か目起動しない場合がありまず。 
區重司 EXPRESS 巨 UILDER ( S 口を起動できない場合は 、 BIOS SETUP ユーティリティを起動 
して ly 下のとおりに設定してくだをい。 

「 Boot 」 メニューでに D-ROM Drive 」 を1番上に 、 fRemovable DevicesJ を2番目 
に設定ずる。 

M ： Windows マシンに EXPRESSBUILDER(SE)CD-ROM をセットすると管ミ里アプリケーシヨン 

のインストールやドキュメントの閲覧ができる「マスターコントロールメニュー」が表示さ 
れます。 

起動ち法には管理 PC と本体の接続の状態により、次の3つの方法があります。 

本体にコンソールを接続しての起動 

次の手順に従って起動してください。 

1 . 本体にキーボードとディスプレイ装置を接続する。 



吕.本体の CD - ROM ドライブ1こ 「 EXPRESS 己 UILDER ( SE )」 CD - ROM をセツトずる。 

3. 本体の電源を OFF / ON してシステムを再起動する。 

リブート後、管理 PC の画面上にトップメニューが表示され、各種保守•管理ツールを管理 
PC か6実行できるようになります。 


LAN 接続された管理 PC か5の起動 

DianaScope を使用しまず。詳しくは EXPRESSBUILDER(SE)CD-ROM 巧の 「DianaScope 
オンラインドキュメント」を参照してください。 
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ダイレクト接続 (COM B ) された管理 PC か5①起動 

DianaScope を使用します。詳しくは EXPRESSBUILDER(SE)CD-ROM 内の 「DianaScope 
オンラインドキユメント」を参照してください。 


保守•管理ソフトゥ H ア 
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—( コンソール時のメニ 



本体にコンソールを接続した状態で起動すると始めに表示されるメニューです。 
トツプメニューはじ(下のメニューで構成されていまず。 


也]ッ-ル I 

EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) に収め6れている各種ユーティリ i 

ティを個別に起動し、オペレークによるセットアップを行い 
ます。 


通ヘルプ 

EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) t こつし'!て説明しま 
す。セットアップを実行する前に一通り目 
を通しておくことをお勧めしまず。 

I 別 終了 

EXPRESS 臣 UILDER CSE ) の終了 
画面が表示されます。 


ツールメニユ ー 

ツール メニューは、 EXPRESSBUILDER(S 曰に収められているを種ユーティリティを個別 
で起動し、オペレータが手動でセットアップを行いまず。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設走を行う場合 
も、ツールメニューを使用しまず。次にツールメニューにある項目について説明します。 


EXPRESSBUILDER 



だシトアップお了を.たシトアシブ巧|居を 
バックアリブすることをお哲めします. 

バンクアッブ巧#胁航、ヒ寒口，ほ理沼日時に 
わ岳诗の^固ちの巧巧や I ををを洁旧できな< 
なります. 

バンクアツブロ.空きフロッピーディスクを 


ツールメニューは ， EXPRESSBUILDER (Z 
のめられてし I るを珪ユーティリディを個別 
で担動し、才べレータが丰動でたットァッブ 
を巧います。 


ツールメニュー 


スクアレイコンフイグレーシ 



RAID 情强のセープ/リストア 
オフライン巧守ユーテイ U テイ 
システム誇断 
ヴポートディスクの作成 
巧守用/ ティシヨンの設定 
さ種 BIOS / FW のアップデート 
U モートマネジメントカードの初期設定 
システムマネージメント傑能 


ヘルプ 


トップメニューに戻る 


RAID ] ソ阳-ラ：お出 
テ‘イス巧 V 柿‘-ド：なし 
サ-が巧ザわ怖'-ド：あり 
シ巧 i □でイク‘レ-シヨジ：なし 


318 




















• ディスクアレイコンフィク レーシヨ ン 

ディスクアレイ (RAID) コント日ーラに接続されている八ードディスクドライブに応じて 
自動的に論理ドライブ(□ジカルドライプ)を作成するユーティリティです。 

RAID コント□ーラに八ードディスクドライブを接続して RAID の新規設定や再設をを行 
う場合に使用しまず。 

本ユーティリティで RAID の設定を行う場合、ディスクアレイコント□ーラに接続する 
八ードディスクドライブの容量はすべて同じで、かつ READY (使用可能な）状態であるか 
要があります。 

手順については、325ぺージの r ディスクアレイコンフィグレーション」を参照してくだ 
さい。 

^ このメニューは RAID を構築したときにのみ表示されまず。 

I チ：：ック I 

• RAI ひ肩報のセーブ/リストア 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ □，ソ ピーディスクに保を（セー 
ブ)、または，フ□、ソピーディスクか6復元(リストア)することができまず。 

一 RAID 情報のセーブ 

ディスクアレイコント□-ラのコンフィグレーション情報をフ □、ソ ピーディスクに 
保存します。フォーマツト済みのフ□、ソピーディスクを用意してください。 RAID の 
設をや変更を行った時は、あず本機能を使用してコンフィグレーション情報をセー 
ブしてください。 

- RAID 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクじ保をされたコンフィグレーション情報をディスクアレイコン 
卜□ーラ上に復元します。 「RAID 情報のセーブ」で作成したフ□、ソピーディスクを用 
意してください。コンフィグレーション情報が万一玻壊された場合や、誤ってコン 
フィグレーション情報を変更してしまった場合は，本機能を使用してコンフィグレー 
ション情報をリストアしてください。 

グ この機能は保守用でず。保守 t (外の目的で操作しないで<ださい。誤った操作を行うと 
をック I データを損失するおそれがありまず。 


• オフラインな守ユーティ U ティ 

オフライン保守ユーティリティは，予防保守、障害解ネ斤を行うためのユーティリティで 
す。 ESMPRO が起動できないような障害が起きた場合は、オフライン保守ユーティリ 
ティを使って障害原因のを認ができまず。 

• システム診断 

本体上で各種テストを実行し> 本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を検査 
します。 

本機能は、ダイレクト接続に OMB) か6の実行はできますが、 LAN 接続での実行はでき 
ません。また、ネットワークへの影響を防止するためにも本体に接続しているネット 
ワークケーブルはすべて取りかしておいてください。 


保守•管理ソフトゥ H ア 
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• サボートディスクの作成 


サポートディスクの作成では、 EXPRESSBUILDER(SE) 内のユーティリティをフ□、ソ 
ピーディスクか6起動ずるための起動用サポートディスクを作成します。なお、画面に 
表示されたタイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が 
容易でず。 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様で用意してください。 
一 ROM-DOS 起動ディスク 


ROM-DOS システムの起動用サポートディスクを作成します。 


-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

ーシステムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Man 明 ement Controller) による通報機能や管理 PC からのリモー 
卜制御機能を使用するための設定を行うプ □グラムの起動用サポー トディスクを 
作成します。 


• 巧守用パーティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができまず。保守用 
パーティションが作成されていないときは r 保守用パーティションの作成」と 「FD ににの 
起動」 W 外の項目は表示されません。 

I M -0 リ呆守巧 A ’ー ティシヨンの設赴の各項目を実行している間は、本体をリセットしたり、 

I 電源を OFF にしたりしないでください。 

一保守巧パーティションの作成 

保守用として内蔵八ードディスク上に領域を確保し、続けてを種ユーティリティの 
インストールを巧います。すでに保守用パーティションが確保されている場合は、 
名■種ユーティリティのインストールのみを行います。 

—さ■種ユーティリティのインストール 

各種ユーティリティ（システム彰断/システムマネーツメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD-ROM から保守用パーティションへインス!-ールしまず。イ 
ンストールされたユーティリティは，オフライン保守ユーティリティを八ードディ 
スクから起動した場合に、使用することができます。 

—さ■種ユーティリティの更ま斤 

名■種ユーティリティ（システム彭断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ□、ソピー 
ディスクから保ず用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ□、ソ 
ピーディスクでリリースされたときに実行してください。それ t (外では、本項目は 
使用しないで < ださい。 

一 FUSK の起動 

ROM-DOS システムの FD に K コマンドを起動します。パーテイシヨンの作成/削除 
などができまず。 
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• 各種 BIOS/FW のアップデート 

インターネットの 「NEC 8番街」で配巧される r 各種 BIOS / FW のアップデートモジュール」 
を使巧して，本装置の己の S やファームウエア （ FW ) をアップデートすることができます。 
「を種 BIOS / FW のアップデートモジュール」じついては、次のホームぺージに詳しい説明が 
あります。 

『NEC 8番街 J : http :// nec 8. com / 

各種团 0 S / FW のアップデートを巧う手順は函巧される「を種己の S / FW のアップデートモ 
ジュール」じ含まれる rREADME . TXT 」 じ記載されています。記載内容を確認した上で、 
記載内容に従ってアップデートしてください。 rREADME . TXT 」 は Windows のメモ帳な 
どで読むことができます。 

I M-O BIOS/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
し V アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動でさなくなりまず。 

• U モートマネージメントカードの初期設定 

リモートマネージメントカードへの本体装置固有情報の設定を巧います。本設定を巧う 
ことで、リモートマネージメントカードじよる八ードウエア障害の監視や障害通報、お 
よび LAN 経由/ WAN 経由でのリモート制御(本体装置のリセット、電源 0 N /0 FF 、 システ 
ムイベント□グに EL ) の植認など)が可能となりまず。 

• システムマネージメント機能 

通報機能> リモート制御機能を使用するための設定を行いまず。 

• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER ( S 曰の各種機能に関ずる説 S 月を表示します。 

• 終了 

EXPRESSBUILDER に E ) を終了します。 


保守•管理ソフトゥ H ア 
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(コンソールレス時のメニ 



EXPRESSBUILDER ( SE ) は、本装置 I こキーボードなどのコンソールが接続されていなくて 
も各種セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作ずることができる「コン 
ソールレス」機能を持っていまず。 

n-O • 本装置拟がのコンピユータおよび EXPRESS 日 UILDER ( SE ) が添付されていた本装置 
區重哥 ながの Express 已800シリーズに使用しないでください。故障の原因となりまず。 

• コンソールレス時の使用は、本体にキーボードが接続されていないことが条件でず。本 
体にキーボードが接続されていると、 EXPRESSBUILDEFKS 口はコンソールがある 
と判断し、コンソールレス動作を巧いません(管理 PC にメニューを表示しません)。 


起動方法 

起動方法には管理 PC と本体の接続が態により、次の2つの方法がありまず。 
♦ LAN 接続された管理 PC から実行する 

• ダイレクト接続(シリアルポート目）された管理 PC から実行ずる 


起動方法の手順については、 「 DianaScope オンラインドキュメント」を参照してください。 


— "〇 • BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えないでくださし、。 
BSa CD-ROM ドライブび最初に起動ずるようになっていないと使用できません。 

• LAN 接続は LAN ポート1のみ使用可能でず。 

• ダイレクト接続はシリアルポート曰のみ使用可能でず。 

• コンソールレスで本装置を遠隔操作ずるためには、設定情報を格納したフ□ッピーディ 
スクが必要になりまず。 

フォーマット済みのフ□ッピーディスクを用意しておいてください。 

• BIOS SETUP を通常の終了方法 ly がの手段傳源 OFF やリセット)で後了ずるとリタ’イ 
レクシヨンが正常にできない場合がありまず。設定ファイルで再度設定を行ってくださ 
し、。 


[tW] 


BIOS 設を情報は凶下の値にセットされます。 


-LAN #1: 

[Enabled] 

—Serial Port A: 

[Enabled] 

—Serial Port A I/O Address: 

l ； 3F 引 

—Serial Port A Interrupt: 

[4] 

—Serial Port B: 

[Enabled] 

—Serial Port B I/O Address: 

に F 引 

—Serial Port B Interrupt: 

に] 

—BIOS Redirection Port: 

に erial Port B] 

—BIOS Redirection Baud Rate: 

[19.2k] 

—BIOS Redirection Flow Control: 

[CTS/RTS] 

—Console Type: 

[PC ANSI] 
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ツールメニュ ー 

トップ^ニューでツールを選択すると以下の^ニューが表示されまず。 


の一んメニュー 


前述の「トップ^ニュー」を 
参照 


それぞれの機能に関する説明を 
表示する 



= i ディスクアレイ コンフィグレー シ : 


RA I D 情報のたーブ/リストア 
オフラインイ呆守ユーティリティ 
ンステム診断 
サポートディスクの作成 
巧守用/ くーティシヨンの設定 
吕種巳 I OS/FW のアッブデート 
システムマネージメント機能 
.ヘルブ 

トッブメニューし民々 


EXPRESS 臣 UILDER CSE ) の終了 
画面を表示する 


I —〇 「トップメニュー」① r ツールメニュ ー J にある機能と比較ずると r システム診断の内容や操 
I B 重弓作方まび異なりまず。詳しくは、この章の r システム診断」を参照してください。 


メニュ ー( 機紙については、前述の r トップ メニュ ー」と同じです。前述の説 S 月を参照してく 
ださい。 


保守•管理ソフトゥてア 
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マスターコント□—ルメニ 


Windows 95以降、または Windows NT 
4.0 W 降が動作しているコンピュータ上で 
添付の CD - ROM「EXPRESS 巨 UILDER 
( SE ) CD - ROM 」 をセットすると、「マス 
ターコント□ールメニュー」が自動的に起 
動しまず。 


システムのが態によっては自動的に 
起動しない場合があります。そのよ 
うな場合は、 CD-ROM 上の次のファ 
イルをエクス プローラ 等から実行し 
てください。 

CD-ROM のドライブレター: ¥MC¥1ST.EXE 

マスターコント□-ルメニューからは、リモート管理ユーティリティである 「 EMSPRO / 
Sever Manager 」 や 「 DianaScope 」 のインストールやオンラインドキュ^ントを 
参照することができます。終了する場合は、[終了]をクリックしてください。 

■: オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式の文書で提供されているものもあります。こ 

I ぃ, Pi のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズれ製の Adobe Reader がインス 
卜ールされている'必要があります。 Adobe Reader がインストールされていないときは、 
Adobe システムズ社のインターネットサイトより Adobe Reader をインストールしてくださ 

い。 

マスターコント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックずるか、ちクリックして現れるシヨートカットメニューを使用してください。また、 
一部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレ 
イアウト表示され選択できません。適切なシステム-権限で実行してください。 

I P -0 CD - ROM をドライブ か 5取り出ず前に、 マスター コント□—ルメ ニュー およびメニ ューか 
5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 


〇オンラインド♦ュ>ント 


EXPRESSBUILDER (SE) 


巨 xpress 5800 Series 


Master Control Menu 


O ソフトクェ 7 の 
セヴトアツブ 


NEC 
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ディスクアレイコンフィクレーシヨン 

ディスクアレイコンフィグレーシヨンはディスクアレイコント□—ラに接続されている八ードディスクド 
ライブに応じて自動的に論理ドライブ (□ ジカルドライブ)を作成ずるユーティリティでず。 

ディスクアレイコント□-ラに八ードディスクドライブを接続して RAID の新規設定.再設をを巧う場合に 
使用します。 


使用上の注意 


ディスクアレイコンフィグレーションを実行する前にお読みください。 

• RAID を構築ずる八ードディスクドライブは同じ容量、同じ回転数のものを使用してくだ 
さい。 

• コンフィグレーション済みのディスクアレイコント□ーラを使用する場合，新規に論理 
ドライプを作成ずる前に、既存のコンフィグレーション情報をクリアするあ要がありま 
す。コンフィグレーション情報をクリアすると、既存のデータは失われますのでごを意 
ください。 

• 本ユーティリティで RAID の設定を行う場合、ディスクアレイコント□ーラに接続する 
八ードディスクドライブの容量はずべて同じで、かつ READY 状態であるあ要がありま 
す。 

• 本ユーティリティでは、指をされた八ードディスクドライブ構成で割り当て可能な最大 
容量を使用し、単一の論理ドライブを作成することができます。 

• RAID の設定を行う場合は、本装置がサポートしている RAID 構成を指をしてください。 
指定された八ードディスクドライブ構成で割り当て巧能な最大容量を使用し，単一の論 
理ドライブを作成します。 

• RAID の新規設を、再設定を巧った場合、コンフィグレーション情報をフ□、ソピーディス 
クに保存してください。手順は、319ぺージの 「 RAI ひ障報のセーブ/リストア」を参照し 
てくださし、。 

• このメニューを起動ずる前に6章の r システム B の S のセットアップ」を参照してに ATA 
RAID Enable 」 の設をを有効にしてください。 
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巧用方巧 


以下の手順でディスクアレイコンフィグレーションを起動し、操作します。 

1 . 目章の r システム巨 IOS のセットアップ」を参照してに ATA RAID Enable 」 の設走を有効にずる。 

2. 「 EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 からシステムを起動ずる。 

EXPRESS 己 UILDER ( SE ) の起動方法は、316ぺージの 「 EXPRESS 巨 UILDER ( SE )」 を参照してく 
た’さい。 

管理 PC の画面にトップメニューが表示されまず。 

3. 「ツールメニュー」と表示ずる。 

4. ツールメニューから r ディスクアレイコンフィグレーション」を選択する。 

ユーティリティが起動し、ディスクアレイコント□-ラに接続された八ードディスクドライブの 
が態と論理ドライブの状態をチェックしまず。 

己.設定したい RAID 構成を選択し、番号を入力する。 

作成する論理ドライブの各種パラメータが表示され、確認メッセージが表示される攝含がありま 
ず。 

• 表示された内容で論理ドライブを作成する場合 
「1」を選択しまず。 

自動的に論理ドライブの作成、および初期化を開始します。 

• ユーティリティを終了ずる場合 

「9」を選択しまず。 

ユーティリティは終了します。 

W 上で、ディスクアレイコンフィグレーションは終了でず。 
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オフライン巧巧ユーテイ IJ テイ 

オフライン保守ユーティリティは、本製品の予防保守、障害紹析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティリティを使って障 
害原因の確認ができまず。 

m-O • オフライン保守ユーティ U ティは通常、保守員び使巧ずるプ□グラムでず。オフライン 
な巧ユーティリティを起動ずると、メニューにヘルプ(機能や操作方ミちを示ず説巧)び 
ありまずび、巧理な操作をせずにオフラインな守ユーティ U ティの操作を熟知している 
な守ヴービス会社に連箱して、な守員の指示に従って操作してください。 

• オフライン保守ユーティ U ティが起動ずると、クライアントか5本製品にアクセスでさ 
なくなります。 


オフライン巧巧ユーテイリテイの起動方巧 


オフライン保守ユーティリティは次のち法で起動ずることができます。 

• EXPRESSBUILDER ( SE ) からの起動 

rEXPRESSBUILDER(SE) トップメニュー」かツール」一「オフライン保守ユーティリ 
ティ」の順に逞択すると、 CD - ROM よりオフライン保守ユーティリティが起動します。 

• フ□ッピーディスクか5の起動 

「 EXPRESSBUILDER 设 E ) トップメニュー」の「ツール」一「サポートディスクの作成」で作 
成した r オフライン保守ユーティリティ起動 FD 」 をセットして起動すると、オフライン保 
守ユーティリティが起動します。 

• 手動起動 ( F 4 キー） 

オフライン保守ユーティリティをインス I '―ル後、 POST 画面で < F 4> キーを押すと、 
ディスクよリオフライン保守ユーティリティが起動します。 
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オフライン巧巧ユーテイリテイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動ずると、以下の機能を実行できます(起動方法により、 
実行できる機能は異なります）。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface ) じおけるシステムイベント□グ 
CEL )、 センサ装置情報 ( SDR ) 、保守交換部品情報 ( FRU ) の表示やパックアップをしま 
す。 

本機能により、本製品で起こった障害やを種イベントを調査し、交換部品を特定するこ 
とができます。 

• BIOS セットアップ情報の表示 

B の S の現在の設定値をテキストファイルへ出力します。 

• システム情報の表示 

プ□セ、ソサ ( CPU ) や团 0 S などに関ずる情報を表示したり、テキストファイルへ化力した 
りします。 

• システム情報の管 S 

お客様の装置固有の情報や設定のノバックアップ(退避)をします。バックアップをしてお 
かないと、ボードの修理や交換の際に装置固有の情報や設定を復旧できな<なります。 

jl ; システム情報のバックアップの方法については、72ぺージで説明しています。なお、リ 

rEvH ストア惟旧）は操作を熟ミロしたイ呆守員に(かは行わないでください。 


• 各種ユーティリティの起動 

「 EXPRESSBUILDER に E ) CD - ROM 」 か6保守用パーティシヨンにインス I ルされた 
W 下のユーティリティを起動することができます。 

ーシステムマネージメント機能 
— システム診断ユーティリティ 
一保守用パーティシヨンの更き斤 

• 置体識別 

本装置のランプ、ブザーなどで、本装置を識別できるようにします。ラックに複数台の 
装置が設置された局面で装置を識別するときなどに便利です。 
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システム診断 

システム診断は装置に対して各種テストを巧いまず。 

EXPRESS 目 ULDER ( SE ) の「ツール」^ニューから「システム診断」を実行して診断してくださし、 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• メモリのチェック 

• CPU キヤ、ソシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 

I P-0 システム診断を巧ラ時は、必ず本体に接続しているネットワークケープルを列してくださ 
し V 接続したままシステム診断を巧うと、ネットワークに影響をおよぼずおそれがありま 
ず。 

■: ハードディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いません。 


システム診断の起動と終了 


システム診断じは、本体に直接接続されたコンソール(キーボード）を使用するち法と、本体 
前面の COM B ポートとダイレクト接続された管理 PC のコンソールを使用するちま（コンソー 
ル レス） があります。それぞれの起動ち法は次の通りです。 

n-O EXPRESS 日 UILDEFUS 口のコンソールレスでの起動方ミちには、ダイレクト接続 (COM 
B ) と LAN 接続の2つの方ミちがありまずが、システム診断はダイレクト接続 (COM B ) でし 
か利用ずることびでさません。 

1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を OFF じし、電源コードをコンセントか 6} 友く。 

2 . 本体じあ続しているネットワークケーブルをすべて取りかす。 

3. 電源コードをコンセントじち続し，本体の電源を ON にする。 
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だシトアップ接了を、たシトアシブ巧重居を 
バックアリブすることをお暂めします. 

バンクアッブ巧#队钢いと寒口，格理沼日時に 
わ岳埼の固ちの巧巧や I を走を;苗日できなく 
なります. 

バックアッブロ， 空きフロッピーディスクを 
1巧巧傷して，ツールでオフライン巧守 
ユーティリティの 「システム巧を拓〇管 ilJ から 
「退涅 J を追巧してください。 


ののりれてし、るを珪ユーティリティを個別 
で担動し、オペレー女が串動でたジトアツブ 
を行います。 


FXPRFSSBU LDFR 


4.「 EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 か6システムを起動する。 

本体のコンソールを使用して起動ずる場合と、コンソールレスで起動ずる場合で手順が異なりま 
す。本章の 「 EXPRESS 目 UILDER ( SE )」 を参照して正しく起動してください。 

EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) から起動すると画面に_以下のメニューが表示されまず。 



□一カル：トツプメニュー（□一カルコンソール時） リモート：トツプメニュー(コンソールレス時） 

己.[ツール]を選択する。 

巨.[ツール〕一〔システム診断]の順に選択する。 

システム診断を開始します。約3分で診断は終了しまず。 

診断を終了ずるとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 


試験タイトル 



ガイドライン 

試験タイトル： 診断ツールのを称およびバージョン情報を表示しまず。 

試験ウィンドウタイトル:診断が態を表示しまず。試験終了時には Test End と表示しまず。 

試驗結果： 診断開始-終了 -経過時間および終了時の状態を表示しまず。 

ガイドライン： ウィンドウを操作するキーの説明を表示しまず。 

試験簡易ウィンドウ： 診断を実巧した各試驗の結果を表示しまず。カーソル行でく Ente りキー 

を押すと試驗の詳細を表示します。 


システム診断でエラーを検化した場含は試験簡易ウィンドウの詰当ずる試験結果がホく反転表示 
し、ち側の結果じ 「Abnormal End 」 を表示します。 

エラーを横化した試驗じカーソルを移動しく Enter > キーを押し、試験詳細表示に化力されたエラー 
メッセージを記録して保守サービス会社に速絡してください。 


を了 


画 I Bi 匪 
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7. 画面最下段の「ガイドライン」じ従い < Esc > キーを押ず。 


た J 下のエンドユーザーメニューを表示します。 


TeDoLi ( TEst & Diagnosis On Linux ) VerOOl.OO ( BiiUdO 20901.1 . Im ) 
- Enduser Menu — 



Please choose a function by the arrow key and push Enter key . 


<Test Result >： 
<Device Ltst >: 
<Log lnfo >: 


< Option >; 

< Reboot >: 


前述の診断終了時の画面を表示します。 

接続されているデバイスー覧情報を表示しまず。 

試験□グを表示します。試験□グをフ□ッピーディスクへ保存ずるこ 
とができまず。フ□ッピーディスクへ記録ずる塌合は、フォーマット済 
みのフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブ(こセットし、 
< Sa \/ e > を選択してください。 

□グの化力先を変更しまず。 

システムを再起動します。 


8. 上記エンドユーザーメニューでく Reboo わを選択ずる。 

再起動し、システムが 「 EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 から起動します。 

9. EXPRESSBUILDER ( SE ) を終了し、 CD-ROM ドライブか 6「 EXPRESS 巨 UILDER ( SE ) CD - 
R 0 M 」 を取り化ず。 

10. 本体の電源を OFF じし、電源コードをコンセントか6抜く。 

11. 手順2で取り外したネットワークケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続ずる。 


W 上でシステム診断は終了です。 
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DianaScope 

DianaScope は Express 5800シリーズをリモート管理ずるためのソフトウエアです。 DianaScope の機能 
やインストール方法についての詳細はオンラインドキュメントを参照してください。 


方ィルの 
+"ミる • ■ 

アドレス["を の 16814 巧'! SOBO / dianascope / oages/comrio 


E<£) *モな） fiW こ入り巡ッ-ルのヘルプが 

- 3过4 a 技ちぶも-*(认口巧巧。苗’过3 


•iai ぶ 

〇 


-I (>mi 。パ， 


へ!^^' EmpowerM 巧 Innovston 

致公レ-ブ -K ヴル-ブ -K > sem " > Blueberry 

因 @ Bernes 

サー".プロ,巧ィ1 りモート対曲 lu モートコン。ール1 リモート"。チ I IPM 悄宙 I . 






P 城词菌：; 


SHIFT-JIS J_EUC.JP 1 UTF-S I け 啤 ] 


B«XrT<>iflTn«： Wn HriHi-w 


曲;お:迎 

System Date: [07/09/2004] 

Legacy Flcppy A: [1.44/1.25 MB 3.5"] 

Legacy Floppy B: [Wsabled] 

Hard CH 化 Pre-Delay: [Disabled] 

> Primary IDE Master [CO-ROW] 

> Primary IDE Slave [None] 

> Processor Settings 

Language: [English (US)] 

Item Specific Help 

<Tab>, <Sfii ft-Tab>, 〇广 
<Enter> selects •field. 




Prepare To Boot 
I Power On Cnt Ain 

1 巧 W 面 D« 


本製品において DianaScope を使巧ずるためにはオプションのサーバライセンス ( UL 1198- 
[ f 品巧日01または UL 1 198-日1 1) が必要でず。本製品(こは W 下のサーバライセンスが添付されてい 
まず。 

— UL 1198-001 SystemGlobe DianaScope Additional Server Licensed ) 
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BMC Online Update 

BMC Online Update は、インターネ、ソトで配巧される 「BMCXBase board Management Controller ) 
ファームウェア」を使用して、本体内に装着されているリモートマネージ六ントカード内の BMC ファーム 
ウェアを更新するソフトウェアでず。 

一 • このソフトウェアは 2 M 巨！:又上の空き容量を必要とします。 

に£^ • 管 SPC か6リモート操作する場合は. 「 DianaScope 」 を使用します。設をや通信ちまに 

ついては DianaScope のオンラインドキュメントを参照してください。 


インストール 


1. root ユーザーで□グイン後、 EXPRESS 巨 UILDER CD - ROM から!: rP のファイルを適当なディレ 
クトリじつピーずる。 

「 cp / mnt / cdrom / BMCTOOL / OnlineUp / BmcOnlineUpdate . i 386」 

2 . rpm ファイルを辭凍ずる。 

frpm - ivh BmcOnlineUpdate . i 386」 


起動方法 


P -0 • 巨 MC ファームウエアの更新作業をしている間は装置の電源を OFF にしないでくださ 

wmm し v 更新作業が途中で中断されるとシステムが起動できなくなりまず。 

• 更新された BM 仁ファームウエアは、装置の再起動後に有効になりまず。再起動を巧う 
までは、更新前の状態で運巧を継続しまず。 

下記の人力を行い、プ□グラムを開始させてください。 

cd / usr / Bmc 日 nIineUpdate 
./BmcOnlineUpdate -ja 

I — "〇 日本語をサポートしていない場合はオプション" - ja " をつけないでください。 

ゴ ./BmcOnlineUpdate 
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エラー表巧一覧 


下表にエラーメッセージと対処方法を示しまず。 


メッセージ 

巧処方法 

アップデートのあ、要がありません。 

現在使用している環境は、アップデートしようとした 
データより新しいか同じデータが適用されています。 

対象装置ではありません。 

データが対象装置のものではありません。対象装置の 
データで Update を実行してください。 

己 MC 情報を取得できません。 

リモートマネージメントカードが正常に取り付けられ 
ているか確認してください。取りがけを確認してか 
ら Update を実巧してください。 

オンラインモードに移巧できません。 

巨 MC がビジー状態の可能性があります。数分後に再度 
実行してください。 

運用中のデータの退避に失敗しまし 
た。 

更新モードに移行できません。 

データの更新中にエラーが発生しまし 
た。 

終了処理に失敗しました。 

IPMI ドライパが見つかりません。 

IPMI ドライバをインストールしてください。 

サポート対象外です。 

アップデート機能をサポートしていない己 MC です。こ 
のツールによるアップデートはできません。 


— -〇 巧処方まを実行しても、アップデートに失巧した場合は保守ヴービス会社に連結してくださ 
い。 
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ESMPRO 

ESMPRO / ServerManager . ServerAgent は、システムの安定:稼動と効率的なシステム運用を 
目的とした管理ソフトウェアです。構成情報や稼動状況を管理し、システムの異常を模化した際 I こ 
システム管理者へ通報することにより、システム障害の予防や障害に対ずる迅速な対処を可能じします。 

添付の CD - ROM 「バックアップ CD - ROM 」 には、本体を管理するアプリケーシヨン 「 ESMPRO / 
56「リ617\96け;」が格納されていまず。 ESMPRO / ServerAgent と通信を巧いネットワーク上の管理 PC から 
本装置を監視ずるアプリケーシヨン rESMPRO / ServerManager 」 は 「 EXPRESS 目 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 
に格納されていまず。 

♦ ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO / ServerManager の動作環境やインストールち法、アンインス I ■''ール方法およ 
び運用時の注意事項については 「 EXPRESS 目 U 1 LDER ( SE ) CD - R 0 M 」 にある 「 ESMPRO / 
5€ 「リ 6 「 [\/1 日 0396 「インス トレー シヨン ガイド」を参照してください。 

♦ ESMPRO/ServerA 旨 ent 

ESMPRO / ServerAgent は本装置に自動でインストールされる監視アプリケーシヨンで 
ず。 ESMPR 日/ ServerAgenU こ関ずる詳細な説明は本体に添付の r バックアップ 
CD - ROM 」 内にあるオンラインマニュアル （ PDF ファイル）を参照してください。 

添が のノ \ ックア 、ソプ CD - RC ) M :/ nec / Linux / esmp 「 o . sa/doc 

ESMPR 日/ ServerAgent は化荷時の八ードディスクにインストール済みです。また、 
再インストールの時も自動的にインストールされます。 
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エクスプレス通報サービス 

エクスプレス通報サービスは、システムに発生する障害情報(予防保守情報含む）を電子メールで保守セン 
夕一に自動适報するソフトウェアです。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察巧したり，障害発生時に迅まじ保守を 
行ったりすることができまず。 

エクスプレス届報サービスは化荷時のハードディスクにインス!ルミきみです。また、再インストールの 
時も自動的じインストールされます。 

エクスプレス通報サービスを利用するためには、別途契約がか要となります。詳しくは、お買いホめの 
販売店または保守サービス会せにお問い合わせください。 
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